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第一部　羽衣を題材に

一
、
作
者
に
つ
い
て

能
《
羽
衣
》
の
作
者
は
、
近
年
、
作
者
不
明
と
み
な
す
の
が
定
石
と
な
っ
て
い

る
が
、
そ
こ
に
至
る
ま
で
の
経
緯
を
、
主
要
な
先
行
研
究
か
ら
辿
っ
て
い
く
。

《
羽
衣
》
の
作
者
に
つ
い
て
は
、《
羽
衣
》
の
文
献
上
の
初
見
と
な
る
十
六
世
紀

前
半
の
作
者
付
『
自
家
伝
抄
』（
永
正
十
三
年
〔
一
五
一
六
〕
奥
書（

1
））

と
『
能
本

作
者
註
文
』（
大
永
四
年
〔
一
五
二
四
〕
奥
書
）
に
始
ま
り
、
昭
和
中
頃
に
至
る

ま
で
世
阿
弥
と
信
じ
ら
れ
て
き
た
。
世
阿
弥
作
者
説
を
最
初
に
否
定
し
た
の
は
、

昭
和
三
十
六
年
（
一
九
六
一
）
発
表
の
香
西
精
氏
「『
羽
衣
』
―
作
者
と
本
説
―（

2
）」

で
あ
り
、
そ
の
理
由
を
、
お
よ
そ
以
下
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

　

①  

《
羽
衣
》
の
構
成
が
、世
阿
弥
能
作
論
の
基
本
理
念
で
あ
る
序
破
急
の
構
成

と
合
致
し
な
い
。
す
な
わ
ち
《
羽
衣
》
は
最
初
の
登
場
者
の
ワ
キ
が
「
一

声
」
で
出
る
が
、
こ
れ
は
異
例
な
型
で
あ
り
、
世
阿
弥
の
作
劇
法
に
は
な

い
。

　

②  

世
阿
弥
は
天
女
を
神
体
・
準
神
体
と
し
て
扱
っ
て
お
り
、
さ
す
れ
ば
、
そ
の

能
は
脇
能
（
初
番
目
物
）
も
し
く
は
切
能
（
五
番
目
物
）
に
分
類
さ
れ
る
は

ず
だ
が
、《
羽
衣
》
は
天
女
を
シ
テ
に
し
な
が
ら
、
そ
う
し
た
基
準
に
当
て

は
ま
ら
な
い
異
型
の
能
で
あ
る
。

　

③  

《
羽
衣
》
の
中
心
を
な
す
舞
が
、世
阿
弥
の
指
定
す
る
天
女
の
舞
と
乖
離
し

て
い
る
。
世
阿
弥
の
説
く
天
女
の
舞
は
、応
永
二
十
八
年
（
一
四
二
一
）
奥

書
の
世
阿
弥
伝
書
『
二
曲
三
体
人
形
図
』
に
、「
曲
風
を
大
か
う
に
宛
て
が

ひ
て
、
五
体
に
心
力
を
入
満
し
て
…
…
花
鳥
之
春
風
に
飛
随
す
る（

3
）」

よ
う

に
舞
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
量
感
・
力
感
・
速
度
感

が
一
体
と
な
っ
た
舞
だ
が
、《
羽
衣
》
の
現
行
の
太
鼓
序
ノ
舞
に
、
そ
の
名

残
は
見
ら
れ
な
い
。

　

④  

《
羽
衣
》
の
詞
章
は
、世
阿
弥
ら
し
い
連
歌
的
技
法
が
満
喫
で
き
な
い
。
遊

び
が
少
な
く
、
事
務
的
に
筋
を
運
ぶ
文
体
は
、
世
阿
弥
の
能
に
は
珍
し
い
。

　

⑤  

《
羽
衣
》
で
は
、駿
河
舞
の
起
源
を
駿
河
国
三
保
の
松
原
に
降
り
立
っ
た
天

女
の
舞
と
す
る
が
、
世
阿
弥
は
永
享
五
年
（
一
四
三
三
）
奥
書
の
『
却
来

華
』
に
、天
女
の
舞
が
行
わ
れ
た
場
所
を
有
度
浜
と
記
し
て
い
る
。
来
歴
を

重
ん
じ
る
世
阿
弥
が
、
自
作
の
能
で
、
駿
河
舞
の
起
源
の
土
地
を
、
自
著
と

異
な
る
三
保
の
松
原
に
置
き
換
え
る
は
ず
が
な
い
。

こ
れ
ら
の
根
拠
に
よ
り
、
香
西
氏
は
《
羽
衣
》
を
作
者
不
明
と
結
論
付
け
ら

れ
、
さ
ら
に
、《
羽
衣
》
が
初
演
時
か
ら
、
か
な
り
の
人
気
曲
だ
っ
た
と
推
さ
れ

る
に
も
関
わ
ら
ず
、
世
阿
弥
・
禅
竹
伝
書
に
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
の
は
、
世
阿

弥
・
禅
竹
の
時
代
に
は
未
成
立
の
能
で
あ
り
、
世
阿
弥
の
天
女
の
舞
の
伝
統
が
失

わ
れ
た
後
の
作
品
・
演
出
だ
ろ
う
と
の
見
解
を
示
さ
れ
た
。

こ
の
香
西
氏
の
説
に
対
し
、
表
章
氏（

4
）は

、
戦
国
期
の
太
鼓
役
者
で
あ
る
似
我

与
左
衛
門
国
広
の
太
鼓
伝
書（

5
）

に
、《
羽
衣
》
の
囃
子
の
打
ち
方
に
つ
い
て
述
べ

た
、音
阿
弥
の
息
子
で
観
世
信
光
の
兄
に
当
た
る
観
世
宗
観
の
言
が
引
か
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、禅
竹
と
同
世
代
の
音
阿
弥
の
頃
に
は
《
羽
衣
》
が
す
で
に
存
在
し

て
い
た
可
能
性
を
指
摘
さ
れ
、
そ
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
世
阿
弥
の
天
女
論
の
影

■

一
―
二
、《
羽
衣
》
の
作
者
・
典
拠
・
上
演
史
■

長
田
あ
か
ね
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一－二、《羽衣》の作者・典拠・上演史（長田）

響
を
蒙
ら
な
い
猿
楽
座
で
作
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
た
。
そ
の
後
、

《
羽
衣
》
の
作
者
像
に
つ
い
て
は
、
堀
口
康
生
氏（

6
）が

表
説
に
賛
同
し
た
上
で
、
さ

ら
に
、《
羽
衣
》
の
詞
章
に
連
歌
的
世
界
の
影
響
が
見
受
け
ら
れ
る
と
の
分
析
か

ら
、「
素
人
の
連
歌
師
の
如
き
者
」
が
作
品
の
成
立
に
関
与
し
た
可
能
性
を
付
け

加
え
ら
れ
た
。

以
上
の
如
く
、
現
存
す
る
資
料
の
限
界
も
あ
っ
て
、《
羽
衣
》
の
作
者
を
特
定

す
る
こ
と
は
難
し
く
、《
羽
衣
》
は
作
者
不
明
と
み
な
す
の
が
現
状
で
は
妥
当
だ

と
言
え
る
。
ま
た
、
そ
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
、
遅
く
と
も
十
六
世
紀
前
半
ま

で
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
く
、上
限
を
音
阿
弥
時
代
ま
で
遡
ら
せ
う

る
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
明
確
に
は
わ
か
っ
て
い
な
い
。

二
、
典
拠
に
つ
い
て

能
《
羽
衣
》
の
構
想
に
つ
い
て
、
近
年
、
落
合
博
志
氏（

7
）は

、
次
の
三
つ
の
伝

承
に
基
づ
く
と
の
見
解
を
示
さ
れ
た
。

　

①
羽
衣
伝
承　

　

②
東
遊
（
駿
河
舞
）
起
源
伝
承

　

③
霓
裳
羽
衣
由
来
伝
承

こ
こ
か
ら
は
、《
羽
衣
》
の
典
拠
と
な
る
、
右
の
①
〜
③
の
伝
承
に
つ
い
て
概

観
し
て
行
き
た
い
。

ま
ず
、
①
の
羽
衣
伝
説
は
、
西
欧
で
は
白
鳥
処
女
伝
説
と
し
て
知
ら
れ
、
世
界

中
に
広
く
流
布
す
る
有
名
な
説
話
で
あ
る
。
日
本
で
は
天
人
女
房
譚
と
も
呼
ば

れ
、
最
も
一
般
的
な
筋
立
て
は
、
天
女
が
羽
衣
を
脱
い
で
水
浴
し
て
い
る
様
子
を

目
撃
し
た
男
が
羽
衣
を
盗
み
、天
に
戻
れ
な
く
な
っ
た
天
女
は
男
の
妻
に
な
る
が

（
た
い
て
い
の
場
合
、
天
女
は
子
を
生
む
）、
や
が
て
羽
衣
を
見
つ
け
天
に
帰
る
と

い
う
も
の
で
あ
る
。
終
末
部
分
に
違
い
は
あ
る
も
の
の（

8
）、

羽
衣
伝
説
は
日
本
各

地
に
も
広
く
分
布
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
羽
衣
伝
説
を
芸
能
化
し
た
作
品
が
能

《
羽
衣
》
で
あ
る
訳
だ
が
、
能
と
ま
っ
た
く
同
じ
内
容
の
羽
衣
伝
説
を
持
つ
資
料

は
見
つ
か
っ
て
お
ら
ず
、
も
っ
と
も
内
容
が
近
い
文
献
と
し
て
『
駿
河
国
風
土

記
』
逸
文（

9
）、部

分
的
に
同
じ
内
容
を
含
む
文
献
と
し
て
『
丹
後
国
風
土
記
』
逸
文（
10
）

な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（
11
）。

ま
た
、
天
野
文
雄
氏（
12
）

は
、『
風
土
記
』
逸
文（
13
）

や
現

在
伝
承
さ
れ
る
羽
衣
伝
説
に
、
能
と
同
じ
、
天
女
が
す
ぐ
に
羽
衣
を
返
し
て
も
ら

い
帰
天
す
る
と
い
う
内
容
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、こ
れ
を
清
純
な
天
女
が
三

保
の
松
原
の
景
観
を
賛
美
し
、
引
い
て
は
治
世
を
賛
美
す
る
た
め
の
、
能
独
自
の

創
意
と
す
る
解
釈
を
示
さ
れ
て
い
る
。

次
に
②
の
東
遊
と
は
、も
と
は
東
北
地
方
の
歌
舞
を
宮
廷
に
取
り
入
れ
た
と
い

う
古
代
歌
舞
で
あ
り
、
そ
こ
に
駿
河
舞
も
含
ま
れ
る
。
こ
の
駿
河
舞
を
、
駿
河
国

有
度
浜
に
降
り
立
っ
た
天
人
が
も
た
ら
し
た
と
す
る
伝
説
が
古
く
か
ら
存
在
し
、

能
因
法
師
の
和
歌「
有
度
浜
に
あ
ま
の
羽
衣
む
か
し
来
て
ふ
り
け
ん
袖
や
け
ふ
の

祝は
ふ
り
こ子

」（『
後
拾
遺
和
歌
集
』
巻
第
二
十
）
を
注
釈
し
た
平
安
後
期
の
歌
学
書
『
奥

義
抄
』
や
鎌
倉
後
期
の
雅
楽
伝
書
『
続
教
訓
鈔
』
な
ど
複
数
の
文
献
に
記
さ
れ
て

い
る
。
比
較
的
よ
く
広
ま
っ
て
い
た
俗
説
ら
し
く
、
先
述
の
通
り
、
世
阿
弥
伝
書

『
却
来
華
』
に
も
同
様
の
記
述
が
あ
る
。《
羽
衣
》
で
は
有
度
浜
が
三
保
の
松
原
に

置
き
換
わ
る
が
、
こ
れ
は
香
西
氏（
14
）が

指
摘
さ
れ
る
通
り
、
本
来
は
有
度
浜
と
す

る
の
が
正
統
な
伝
承
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
堀
口
氏（
15
）は

、《
羽

衣
》
の
作
者
は
、
連
歌
的
な
知
識
・
教
養
に
基
づ
き
、
三
保
の
松
原
に
移
し
変
え

た
と
分
析
さ
れ
て
い
る
。

最
後
の
③
に
あ
る
霓
裳
羽
衣
曲
に
つ
い
て
は
、唐
の
玄
宗
皇
帝
が
八
月
十
五
夜

の
夜
に
月
に
行
き
、
月
宮
殿
で
舞
う
天
人
の
姿
を
見
て
、
そ
れ
を
地
上
に
戻
っ
て

再
現
し
た
楽
曲
と
の
伝
説
が
あ
り
、中
国
で
は
北
宋
の
『
楽
府
詩
集
』
五
十
六
や

宋
代
の
伝
奇
小
説
『
楊
太
真
外
伝
』
な
ど
に
見
え
、日
本
で
は
鎌
倉
中
期
の
説
話

集
『
十
訓
抄
』
第
十
な
ど
に
載
る
。《
羽
衣
》
で
は
、
シ
テ
の
天
女
が
羽
衣
を
着

て
霓
裳
羽
衣
曲
を
舞
い
、
そ
れ
を
東
遊
（
駿
河
舞
）
の
初
め
と
す
る
が
、
落
合

氏（
16
）

は
、
霓
裳
羽
衣
曲
を
駿
河
舞
と
同
一
と
す
る
『
続
教
訓
鈔
』
第
四
上
の
記
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述（
17
）を

紹
介
さ
れ
、《
羽
衣
》
の
作
者
が
、
同
様
の
霓
裳
羽
衣
曲
＝
駿
河
舞
説
を
参

照
し
た
可
能
性
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

三
、
上
演
史
に
つ
い
て

最
後
に
、《
羽
衣
》
の
上
演
史
を
概
観
し
て
お
く
。

ま
ず
、室
町
期
の
能
《
羽
衣
》
の
上
演
に
つ
い
て
、『
能
楽
源
流
考
』
所
収
「
演

能
曲
目
調
査
資
料（
18
）」

か
ら
天
正
元
年
（
一
五
七
三
）
ま
で
の
上
演
記
録
を
辿
る

と
、最
古
の
記
録
は
天
文
五
年
（
一
五
三
六
）
正
月
十
五
日
の
石
山
本
願
寺
に
お

け
る
演
能
で
あ
り
、
そ
の
後
、
永
禄
十
一
年
（
一
五
六
八
）
五
月
二
十
三
日
の
近

衛
邸
に
お
け
る
演
能
ま
で
、《
羽
衣
》
は
全
部
で
十
九
回
上
演
さ
れ
た
こ
と
が
確

認
で
き
る
。
室
町
期
の
上
演
記
録
が
少
な
く
確
実
な
こ
と
は
言
え
な
い
も
の
の
、

同
時
期
の
「
演
能
曲
目
調
査
資
料
」
の
記
録
か
ら
十
五
回
以
上
の
上
演
が
確
認
で

き
る
の
は
《
羽
衣
》
の
他
に
二
十
四
曲（
19
）し

か
見
い
出
せ
ず
、
室
町
期
に
お
い
て

《
羽
衣
》
が
相
当
な
人
気
曲
で
あ
っ
た
様
子
が
う
か
が
え
る（
20
）。

そ
の
状
況
に
変
化
が
見
ら
れ
る
の
が
織
豊
期
で
あ
る
。天
正
二
年
か
ら
慶
長
八

年
（
一
六
〇
三
）
ま
で
の
能
《
羽
衣
》
の
上
演
記
録
を
、「
演
能
曲
目
調
査
資
料
」

と
「
江
戸
初
期
能
番
組
七
種（
21
）」

を
用
い
て
計
上
す
る
と
、
全
部
で
二
十
九
回
し

か
確
認
で
き
な
い
。
こ
の
二
つ
の
演
能
記
録
の
集
成
か
ら
は
、《
羽
衣
》
の
ほ
ぼ

倍
に
当
た
る
上
演
回
数
六
十
回
以
上
の
曲
が
、
同
時
期
に
三
十
三
曲
確
認（
22
）で

き

る
た
め
、
織
豊
期
の
《
羽
衣
》
は
、
室
町
期
の
よ
う
な
高
い
人
気
を
維
持
で
き
て

い
た
訳
で
は
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

能
《
羽
衣
》
の
上
演
回
数
が
爆
発
的
に
増
加
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
の
は
、

享
保
六
年
（
一
七
二
一
）
か
ら
江
戸
末
期
ま
で
の
江
戸
城
に
お
け
る
能
楽
の
上
演

記
録
を
ま
と
め
た
『
触
流
し
御
能
組
』（
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
鴻
山
文
庫
蔵（
23
））

に
お
い
て
で
あ
る
。『
触
流
し
御
能
組
』
は
幕
府
主
催
の
催
し
に
お
い
て
五
座
の

役
者
が
演
じ
た
式
楽
と
し
て
の
能
の
記
録
で
あ
る
が
、そ
こ
で
は
能
《
羽
衣
》
の

上
演
を
九
十
四
回
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。《
羽
衣
》
と
同
等
か
、
そ
れ
以
上

の
上
演
回
数
を
持
つ
曲
は
、《
箙
》《＊

金
札
》《＊

高
砂
》《
田
村
》《
道
成
寺
》《
融
》

《
乱
》《
八
嶋
》《＊

弓
八
幡
》《＊

養
老
》（
＊
は
祝
言
能
を
含
む
）
の
十
曲
程
度
し
か

確
認
で
き
ず
、《
羽
衣
》
が
突
出
し
て
上
演
頻
度
の
高
い
曲
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ

と
が
知
ら
れ
る
。
そ
の
理
由
は
、
や
は
り
《
羽
衣
》
の
持
つ
祝
言
性（
24
）が

好
ま
れ

て
の
こ
と
と
推
測
さ
れ
、
江
戸
期
以
前
に
お
い
て
も
《
羽
衣
》
は
、
し
ば
し
ば
年

頭
や
饗
応
な
ど
の
催
し
に
お
い
て
上
演
さ
れ
て
い
た
。そ
の
傾
向
は
江
戸
幕
府
に

お
い
て
、
ま
す
ま
す
強
ま
っ
た
ら
し
く
、『
触
流
し
御
能
組
』
で
は
、
将
軍
宣
下
・

婚
礼
・
誕
生
・
髪
置
・
元
服
・
疱
瘡
平
癒
な
ど
の
祝
賀
能
や
公
家
饗
応
能
と
い
っ

た
催
し
で
の
《
羽
衣
》
の
上
演
が
、か
な
り
目
立
つ
。
式
楽
の
本
拠
と
も
言
え
る

幕
府
の
催
し
に
お
い
て
、《
羽
衣
》
は
脇
能
や
祝
言
能
に
準
じ
る
よ
う
な
位
置
付

け
で
、
頻
繁
に
上
演
さ
れ
て
い
た
と
言
え
る
。

近
代
に
な
る
と
、大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
四
月
の
大
正
天
皇
即
位
祝
賀
能
に

お
い
て
喜
多
六
平
太
能
心
が
《
羽
衣
》
を
上
演
し
た
例
（
こ
の
時
に
喜
多
流
の
小

書
「
雲
井
之
舞
」
が
行
わ
れ
た
）
が
知
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、そ
の
人
気
は
い
っ

た
ん
下
火
に
な
っ
た
よ
う
で
、
戦
前
は
余
り
上
演
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う（
25
）。

そ

の
後
、
昭
和
中
頃
か
ら
、
よ
く
舞
台
に
か
か
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
し
く
、
現
代
で

は
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
上
演
回
数
を
誇
る
人
気
曲
に
返
り
咲
い
て
い
る
。

注（
1
）  

西
野
春
雄
「『
自
家
伝
抄
』
考
」（『
芸
能
史
研
究
』
三
十
二
号
、
昭
和
四
十
六
年
一

月
）
で
は
、『
自
家
伝
抄
』
の
作
者
付
部
分
の
成
立
時
期
を
、永
正
二
年
（
一
五
〇
五
）

か
ら
同
十
一
年
ま
で
と
推
測
し
て
い
る
。

（
2
）  『
観
世
』
昭
和
三
十
六
年
一
月
号
（
檜
書
店
）
初
出
。
香
西
精
著
『
能
謡
新
考
―
世

阿
弥
に
照
ら
す
―
』（
昭
和
四
十
七
年
檜
書
店
）
に
「
羽
衣
」
と
題
し
て
所
収
。

（
3
）  

引
用
本
文
は
、
日
本
思
想
大
系
新
装
版
『
世
阿
弥
・
禅
竹
』（
表
章
・
加
藤
周
一
校

注
、
平
成
七
年
岩
波
書
店
）
に
拠
る
。
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一－二、《羽衣》の作者・典拠・上演史（長田）

（
4
）  
注
（
1
）『
観
世
』
掲
載
「『
羽
衣
』
の
歴
史
」。

（
5
）  
永
禄
十
二
年
（
一
五
六
九
）
奥
書
『
太
鼓
秘
伝
書
』（
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
蔵
）

か
。
以
下
に
表
氏
の
論
考
よ
り
、
太
鼓
伝
書
の
本
文
を
引
用
す
る
。

　
　
　
　

一  
、
天
人
の
能
打
つ
べ
き
や
う
の
事
。
菩
薩
の
能
に
は
替
り
、
う
き
〳
〵
と
打

つ
も
の
な
り
…
…
羽
衣
に
、
さ
る
ほ
ど
に
時
う
つ
っ
て
あ
ま
の
羽
衣
、
此
段

よ
り
は
、
し
て
天
上
人
、
よ
ろ
こ
び
を
な
し
て
帰
る
な
り
。
太
鼓
も
に
ぎ

〳
〵
と
、
浮
き
あ
が
り
、
わ
さ
〳
〵
と
、
手
な
ど
も
う
つ
べ
し
。
と
も
に
は

や
し
の
心
持
、
嬉
し
く
、
祝
ふ
心
持
を
添
へ
て
打
つ
物
な
り
。
天
上
人
帰
る

舞
楽
な
れ
ば
、
心
持
大
事
也
。
観
世
宗
観
仰
せ
ら
る
る
義
な
り
…
…
。

（
6
）  「『
羽
衣
』
小
考
―
そ
の
成
立
の
一
背
景
に
つ
い
て
―
」（『
観
世
』
昭
和
四
十
九
年

三
月
号
檜
書
店
）
初
出
。
堀
口
康
生
著
『
猿
楽
能
の
研
究
』（
昭
和
六
十
三
年
桜
楓

社
）
所
収
。

（
7
）  「〈
羽
衣
〉
に
つ
い
て
―
構
想
と
詞
章
の
問
題
―
」（『
観
世
』
令
和
元
年
九
月
号
檜

書
店
）。

（
8
）  

終
末
部
分
は
、
天
に
帰
っ
た
天
女
が
二
度
と
男
に
再
会
し
な
い
型
、
父
子
が
天
女

を
追
っ
て
昇
天
し
、
幸
せ
に
暮
ら
す
型
、
昇
天
し
た
男
が
難
題
を
課
さ
れ
る
型
の
、

お
よ
そ
三
つ
に
分
か
れ
る
。『
日
本
伝
奇
伝
説
大
事
典
』（
昭
和
六
十
一
年
角
川
書

店
）、『
日
本
説
話
伝
説
大
事
典
』（
平
成
十
二
年
勉
誠
出
版
）
な
ど
参
照
。

（
9
）  『
駿
河
国
風
土
記
』
逸
文
は
、
林
羅
山
著
『
本
朝
神
社
考
』（
寛
永
十
五
年
〜
正
保

二
年
〔
一
六
三
八
〜
一
六
四
五
〕
成
立
か
）
第
五
巻
「
三
保
」
の
項
に
拠
る
が
、こ

れ
を
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
風
土
記
』（
植
垣
節
也
校
注
・
訳
、
平
成
九
年
小

学
館
）
で
は
、「
古
風
土
記
の
逸
文
と
は
認
め
ら
れ
な
い
」
と
す
る
。
内
容
は
、
三

保
の
松
原
に
天
女
が
降
り
水
浴
を
し
て
い
る
と
、
漁
師
の
男
が
羽
衣
を
隠
し
た
た

め
、
二
人
は
夫
婦
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
天
女
は
羽
衣
を
見
つ
け
て
天
に
帰
り
、
男

も
昇
天
し
た
と
い
う
も
の
。

（
10
）  『
丹
後
国
風
土
記
』
逸
文
の
羽
衣
伝
説
の
内
容
は
、
比
治
の
真
奈
井
と
い
う
泉
に
天

女
が
降
り
立
ち
水
浴
す
る
の
を
、
老
夫
婦
が
見
つ
け
天
女
の
上
着
と
裳
を
隠
し
養

女
と
し
た
が
、
そ
の
後
、
暇
を
出
さ
れ
た
天
女
は
天
に
は
帰
ら
ず
、
奈
具
神
社
の

祭
神
と
な
っ
た
と
い
う
も
の
。
能
と
は
、
か
な
り
異
な
る
が
、
能
に
引
用
さ
れ
る

「
天
の
原
振
り
放さ

け
見
れ
ば
霞
立
ち
家
路
惑
ひ
て
行
方
知
ら
ず
も
」
の
和
歌
が
天
女

に
よ
っ
て
詠
ま
れ
る
。
ま
た
、《
羽
衣
》
第
四
段
「
問
答
」
に
お
け
る
シ
テ
の
詞

「
い
や
疑
ひ
は
人
間
に
あ
り
、天
に
偽
り
な
き
も
の
を
」
は
、『
丹
後
国
風
土
記
』
逸

文
に
類
似
の
思
想
に
基
づ
く
内
容
が
見
え
る
。

（
11
）  

例
え
ば
、
注
釈
書
で
は
、『
謡
曲
大
観
』
第
四
巻
（
佐
成
謙
太
郎
校
注
・
訳
、
昭
和

六
年
明
治
書
院
）、
日
本
古
典
文
学
大
系
『
謡
曲
集
』
下
（
横
道
萬
里
雄
・
表
章
校

注
、
昭
和
三
十
八
年
岩
波
書
店
）、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
謡
曲
集
』
①
（
小

山
弘
志
・
佐
藤
健
一
郎
校
注
・
訳
、
平
成
九
年
小
学
館
）
な
ど
が
あ
る
。

（
12
）  

天
野
文
雄
著
『
能
楽
手
帖
』（
角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫
、令
和
元
年K

A
D
O
K
A
W
A

）

所
収
「
羽
衣
」
解
説
。

（
13
）  『
駿
河
国
風
土
記
』『
丹
後
国
風
土
記
』
の
各
逸
文
の
他
に
、『
近
江
国
風
土
記
』
逸

文
に
も
羽
衣
伝
説
が
記
さ
れ
て
い
る
。
注
（
9
）
の
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
風

土
記
』
で
は
、
こ
れ
を
『
駿
河
国
風
土
記
』
逸
文
同
様
、
古
風
土
記
の
逸
文
と
認

め
て
い
な
い
。
内
容
は
、
与
湖
の
郷
の
伊
香
の
小
江
（
余
呉
湖
）
に
白
鳥
の
姿
で

天
女
が
降
り
立
ち
水
浴
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
土
地
の
男
が
白
い
犬
を
や
っ
て
衣
を

盗
み
、
天
女
は
男
の
妻
に
な
っ
た
。
天
女
は
男
女
四
人
の
子
を
産
み
、
こ
れ
が
伊

香
氏
の
祖
と
な
っ
た
が
、
衣
を
見
つ
け
た
天
女
は
天
に
帰
っ
た
と
い
う
も
の
。

（
14
）
注
（
2
）
に
同
じ
。

（
15
）
注
（
6
）
に
同
じ
。 

（
16
）
注
（
7
）
に
同
じ
。

（
17
）  

注
（
7
）
の
落
合
氏
の
論
考
に
、『
続
教
訓
鈔
』
か
ら
「
或
記
云
ク
、
霓
裳
羽
衣
ト

云
ハ
、
求
子
駿
河
舞
也
ト
云
々
」
と
引
用
さ
れ
て
い
る
。

（
18
）  
能
勢
朝
次
が
作
成
し
た
永
享
元
年
（
一
四
二
九
）
か
ら
慶
長
七
年
（
一
六
〇
二
）
ま

で
の
能
の
上
演
記
録
の
集
成
。
能
勢
朝
次
著
『
能
楽
源
流
考
』
は
昭
和
十
三
年
岩

波
書
店
発
行
。

（
19
）  《
江
口
》《
老
松
》《
杜
若
》《
通
小
町
》《
邯
鄲
》《
呉
服
》《
西
行
桜
》《
自
然
居
士
》

《
猩
々
》《
誓
願
寺
》《
善
界
》《
高
砂
》《
田
村
》《
定
家
》《
難
波
》《
野
宮
》《
百
万
》
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第一部　羽衣を題材に

《
船
弁
慶
》《
松
風
》《
三
輪
》《
八
嶋
》《
山
姥
》《
弓
八
幡
》《
熊
野
》。

（
20
）  
注
（
4
）
に
お
い
て
表
氏
も
同
様
の
指
摘
を
さ
れ
て
い
る
。

（
21
）  「
江
戸
初
期
能
番
組
七
種
」
は
、
寛
文
以
前
の
江
戸
初
期
の
記
録
を
主
体
と
す
る
七

種
の
能
番
組
に
収
め
ら
れ
て
い
る
演
能
記
録
の
集
成
。
期
間
は
天
正
十
八
年

（
一
五
九
〇
）
か
ら
寛
文
八
年
（
一
六
六
八
）
ま
で
と
な
る
。
演
能
記
録
調
査
研
究

グ
ル
ー
プ
編
（
代
表 
表
章
）「
江
戸
初
期
能
番
組
七
種
―
「
番
組
要
鋼
」
と
曲
名
・

演
者
名
索
引
―
」（
そ
の
一
）
〜
（
そ
の
三
）（『
能
楽
研
究
』
第
十
八
・
十
九
・
二
十
四

号
、
平
成
六
・
七
・
十
二
年
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
）
参
照
。

（
22
）  《
葵
上
》《
海
士
》《
井
筒
》《
江
口
》《＊

老
松
》《＊

賀
茂
》《
邯
鄲
》《
清
経
》《
熊
坂
》

《＊

呉
服
》《
源
氏
供
養
》《
実
盛
》《
自
然
居
士
》《＊

猩
々
》《
善
界
》《
千
寿
》《
道
成

寺
》《＊

高
砂
》《
田
村
》《
融
》《
鵺
》《
野
宮
》《
芭
蕉
》《
百
万
》《
船
弁
慶
》《
松
風
》

《
三
井
寺
》《
三
輪
》《
紅
葉
狩
》《
八
嶋
》《
山
姥
》《＊

弓
八
幡
》《
熊
野
》（
＊
は
祝

言
能
を
含
む
）。

（
23
）  

演
能
記
録
調
査
研
究
グ
ル
ー
プ
編
（
代
表 

表
章
）「『
触
流
し
御
能
組
』
演
者
名
総

覧
と
索
引
」（
一
）
〜
（
五
）（『
能
楽
研
究
』
第
三
十
一
〜
三
十
四
・
三
十
六
号
、平

成
十
九
〜
二
十
二
・
二
十
四
年
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
）
参
照
。

（
24
）  

室
町
末
期
能
楽
伝
書
を
集
成
・
編
集
し
た
『
八
帖
本
花
伝
書
』
七
巻
に
、「『
羽
衣
』

の
囃
子
の
事
。
天
人
の
舞
也
。
い
か
に
も
気
高
く
、
尋
常
に
囃
べ
し
。
切
、
祝
言

な
り
。
い
か
に
も
、
花
や
か
に
沢
山
に
打
つ
べ
し
。」（
日
本
思
想
大
系
『
古
代
中

世
芸
術
論
』〔
昭
和
四
十
八
年
岩
波
書
店
、中
村
保
雄
校
注
〕
よ
り
引
用
）
と
あ
る
。

ま
た
、
注
（
5
）
に
引
用
し
た
似
我
与
左
衛
門
国
広
の
太
鼓
伝
書
に
も
、
切
の
囃

子
に
つ
い
て
「
と
も
に
は
や
し
の
心
持
、
嬉
し
く
、
祝
ふ
心
持
を
添
へ
て
打
つ
物

な
り
。
天
上
人
の
帰
る
舞
楽
な
れ
ば
、
心
持
大
事
也
。」
と
あ
る
。

（
25
）  「
座
談
会
「『
羽
衣
』
を
め
ぐ
っ
て
」（
出
席
者
：
観
世
流
職
分
木
原
康
次
・
檜
常
太

郎
、『
観
世
』
昭
和
四
十
九
年
四
月
号
檜
書
店
）
に
拠
る
と
、《
羽
衣
》
は
戦
前
は

余
り
上
演
さ
れ
ず
、
大
正
時
代
か
ら
毎
年
正
月
に
は
観
世
会
の
初
会
で
上
演
す
る

の
が
決
ま
り
だ
っ
た
が
、
普
段
は
余
り
出
さ
ず
、
正
月
ぐ
ら
い
し
か
上
演
の
機
会

は
な
か
っ
た
と
い
う
。
木
原
康
次
氏
は
、《
羽
衣
》
が
よ
く
出
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、
座
談
会
が
行
わ
れ
た
昭
和
四
十
九
年
の
時
点
で
、
最
近
の
出
来
事
と
発
言
さ

れ
て
い
る
。




